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仙台市博物館 基本的運営方針（資料編） 

 

〇仙台市博物館条例 

（昭和６０年１２月１９日） 

（仙台市条例第２９号） 

（設置） 

第１条 歴史、美術工芸等に関する資料を収集し、保管し、及び展示して市民の教養の向

上、調査研究等に資するとともに、これらの資料に関する調査研究及び普及活動を行うこ

とを目的として、博物館を設置する。 

 

 

〇ICOM（国際博物館会議）による博物館の定義 

※ICOM 規約（2022 年８月改定・ICOM 日本委員会翻訳）より 

博物館は、有形及び無形の遺産を研究、収集、保存、解釈、展示する、社会のための非

営利の常設機関である。博物館は一般に公開され、誰もが利用でき、包摂的であって、多

様性と持続可能性を育む。倫理的かつ専門性をもってコミュニケーションを図り、コミュ

ニティの参加とともに博物館は活動し、教育、愉しみ、省察と知識共有のための様々な経

験を提供する。（『第２６回 ICOM プラハ大会報告書』ICOM 日本委員会、2023 年３月） 

 

 

〇本方針に関わる仙台市の上位計画（各抜粋） 

（１）仙台市基本計画 2021-2030（令和３年） 

●まちづくりの理念： 

挑戦を続ける、新たな杜の都へ～ “The Greenest City” SENDAI～ 

 ●目指す都市の姿：成長（Growth） 学びと実践の機会があふれるまちへ 

・子どもたちが、個性を尊重されて健やかに育つことができ、地域に対する親しみと学ぶ

喜びを実感できるまち 

・すべての人に成長の機会があふれ、次の仙台をつくる担い手が育ち、東北や世界の未来

にも貢献できる人材を次々と輩出する学びとチャレンジのまち 

 

◆チャレンジプロジェクト：6 ライフデザインプロジェクト 

実施の方向性 1 まちの至る所で学びと実践の機会がある環境をつくる 

・多彩な学びや体験の機会を創出するとともに、文化芸術や歴史などに親しみ、創造性が

育まれる環境をつくります。 
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・学びや体験をまちづくりの実践の場につなげる仕組みをつくるとともに、音楽や芸術な

どの創作活動がまちの新たな魅力となる環境づくりを進めます。 

■施策の体系・一覧： 

学びと実践の機会があふれるまちへ 

10 学び  

（3）学びを楽しむ環境をつくる 

社会教育施設 

・博物館、科学館などの社会教育施設について、展示内容の充実、利便性や機能の向上を

図るとともに、民間施設を含め多彩な学びの資源の連携を促進させ、様々な世代が楽しみ

ながら学べる環境づくりを進めます。 

（4）学びを地域づくりに活かす 

担い手 

・生涯学習の推進を支える専門的な人材やボランティアなどの担い手の発掘・育成・活躍

の場づくりを進めるとともに、企業等との協働を通じて、新しい魅力ある学びの場の創出

を図ります。 

 

（２）仙台市教育構想 2026（令和８年） 

●基本理念：⼈がまちをつくり、まちが⼈を育む学びの循環のもと、互いに認め合い、

自分らしく学び続ける⼈を育てます 

◆基本方針４ 学びを通じて、人と地域がつながる生涯学習 

■施策 4-2 社会教育施設の専門性を活かした多様な学びの提供 

取組方針 

・各社会教育施設において、こどもから大人まであらゆる市民が興味や関心を持ち、主体

的に学ぶ機会を得られるよう、それぞれの専門性や立地環境も含めた特性を活かし、デジ

タル技術も活用しながら、展示資料の充実や魅力ある事業の実施、施設間の連携など、施

設の機能と魅力の向上に取り組みます。 

・社会教育施設における学びの機会に関する幅広い情報提供を行うとともに、学びに関す

る相談支援体制の充実を図ります。 

・仙台・宮城ミュージアムアライアンス（ＳＭＭＡ）の連携によって生まれた新しい価値

や成果を広く発信し、市民の知的好奇心を育みながら、社会教育施設の持続的な発展につ

なげます。 

・博物館 

仙台に関わる主要文化財の所蔵館として、展示設備の改修など施設機能の向上と展示内容

の充実を図り、多彩な展覧会を開催するとともに、学校や他の博物館施設との連携を強化

し、また仙台城跡を有する青葉山エリアという立地環境も活かして、ミュージアムの魅力

を更に発信します。 
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■施策４-３ ともに学び合える共生社会の推進 

取組方針 

・年齢や障害の有無、言語の違いなどにかかわらず参加できる学びの機会づくりや、情報

アクセスのバリアをなくす取組の充実を図ります。 

・障害のある人もない人も、ともに学び合える機会の拡大のため、関係団体との連携を深

めながら、社会教育施設における人材育成やノウハウの普及に取り組みます。 

■施策４-５ 歴史や文化を活かした学びの充実 

取組方針 

・本市の歴史・文化資源の発掘・調査・保全や、資料等の有効活用を推進するため、市民

遺産制度創設の検討も含め、仙台の歴史や文化を学び、楽しむ機会の充実を図ります。 

◆基本方針５ 学びを支える持続可能な基盤づくり 

 ■施策５-３ 社会教育事業に携わる職員等の育成 

取組方針 

・社会環境や市民のニーズの変化を捉えつつ、社会教育事業に携わる職員に対する研修の

充実など、求められる資質や専門性の向上に取り組みます。 

 

（３）仙台市文化芸術推進基本計画（令和６年） 

●基本理念：多様な個性が輝き、まちの未来を拓く～ひとりひとりがよりよく生きる文

化芸術の杜～ 

◆目指す姿 1 あらゆる人に参加機会がひらかれ、文化芸術に親しめるまち 

■基本施策 1 文化芸術に親しめる環境づくり 

・ミュージアム連携事業 

  学芸員等専門職員が持つ知識や手法を集積し、単館では実現困難な多彩なプログラム

や情報発信事業を実施することにより、ミュージアムの発信力を高め、多面的な学びの場

を創出するとともに、学校や地域活動、観光分野等との連携を進め、地域のニーズに合っ

た複合的かつ総合的なミュージアムの活用を推進します。 

・仙台市博物館 

仙台や東北地方の歴史と文化に関わる文化財を収集、保存するとともに、調査研究を進め

て文化財の新たな価値、魅力の発掘に努め、その成果を、展示をはじめ、講座やイベント

等の教育普及事業を通して発信します。併せて、日本や世界の歴史と文化を対象とする展

覧会も適宜開催し、市民が優れた文化財の鑑賞を通して、歴史と文化を楽しく学ぶ機会を

提供します 

◆目指す姿 3 子どものときから文化芸術との出会いがあり、若者のチャレンジを応援

するまち 

■基本施策 5 子どもの文化芸術に親しむ機会の充実 

・仙台市博物館の資料の活用 
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仙台市博物館と市内の小・中・高校が連携し、校外学習やグループ学習を通じて児童・生

徒が博物館を訪れ、本物の資料を鑑賞する機会の促進を図ります。また、資料や映像を用

いた仙台藩に関する歴史学習や、伊達家の家紋や土人形、屛風絵等の製作体験を行う「学

習プログラム」を博物館内外で展開する等、体験や体感を通じ、歴史・文化に対する子ど

もたちの興味関心を醸成する取組みを進めます。 

◆目指す姿４ 歴史と記憶が継承され、未来を描く礎となるまち 

■基本施策 7 伝統芸能、文化財、民俗芸能等の継承・普及啓発 

・「仙台歴史ミュージアムネットワーク」の取組み 

  市内の歴史系ミュージアムの連携組織である「仙台歴史ミュージアムネットワーク」

（略称：歴ネット）において、仙台の伝統的な門松の復元展示等、本市の歴史・文化に親

しめる取組みを進めます。 

■基本施策 8 アーカイブの推進 

・各ミュージアム施設におけるアーカイブの推進 

  仙台市博物館や仙台文学館等のミュージアム施設において、文化財や歴史、郷土ゆか

りの文学者に関する資料等を収集・保管し、継続的な調査研究に取り組むとともに、展示

や講座をはじめとした多様な手法によりその成果を活用します。また、所蔵資料等のデジ

タルアーカイブの作成と公開を進めます。 

 ・資料レスキュー活動 

  仙台市博物館において、東日本大震災等の災害で被災した文化財を救出し、保全する

「資料レスキュー活動」を行っています。この取組みの成果や、歴史上の大きな災害を、

パネル展示やパンフレットで紹介し、防災への意識を促すとともに、文化財を地域の共有

財産として継承・活用することの重要性を発信します。 
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